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令和 ５年度　保育所自己評価表　

（あいじほいくえん）

　ねらい・・・ 保育所の役割や社会的責任を遂行するために、法令などを遵守し、保育所を取り巻く
社会情勢などを踏まえ、その専門性の向上に努め、保育所の望ましい管理運営する
ため、今年度の本所の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画に生か
すため本表を活用する。

Ａ、Ｂ、Ｃの３段階評価記入（A：たいへんよい　B：よい　C：検討・改善を要する）

　自己評価の観点・内容

保
育
の
理
念

子どもの最善の利益を考慮した「保育理念」が明文化されている。

理念に基づく基本方針が明文化されている。
① 子ども の人権の尊重②　 保育方針・ 保育目標

理念や基本方針が職員、保護者、地域に周知されている。

子
ど
も
の
発
達
援
助

子どもの福祉を増進することに最もふさわしい生活の場
①健康・ 安全で心地よい生活の場で子ども の健康管理を 実施し ている。
②乳幼児にふさ わし い食生活環境の工夫と 食育を 展開し ている。
③健診・ 検査の結果を 保護者に報告すると と も に保育に反映し ている。 など

生活と発達の連続性
①子ども 観・ 発達観の理解と 共有が図ら れ発達過程に応じ た保育を 実施し ている。
②障害のある子ども が安心し て生活でき る保育環境が整備さ れ、 保育の内容や方法に配慮さ れ
ている。
③長時間にわたる保育のための環境整備、 保育の内容や方法が配慮さ れている。

養護と教育の一体的展開
①保育所の保育方針や目標に基づき 、 発達過程を 踏まえ、 子ども の心身の発達や家庭及び地域
の実態に即し た保育課程を 編成し ている。
②指導計画を 適切に作成し 、 定期的に指導計画の評価・ 見直し を 行っ ている。
③子ども に関する記録を 適切に行い、 その管理体制を 確立し ている。
④一人ひと り の子ども の状況等に関する情報を 職員間で共有化し ている。
⑤各年齢の保育において、 養護と 教育の一体的展開がさ れるよう な適切な環境が整備さ れ、 保
育の内容や方法に配慮し ている。
⑥小学校と の連携や就学を 見通し た計画に基づいて、 保育の内容や方法、 保護者と のかかわり
に配慮し ている。

環境を通して行う保育
①生活にふさ わし い場と し て、 子ども が心地よく 過ごすこ と のでき るよう な人的・ 物的環境が
整備さ れている。
②子ども が基本的な生活習慣を 身につけ、 積極的に身体的な活動ができ るよう な環境が整備さ
れている。
③子ども が主体的に活動し 、 様々な人間関係や友だちと の協同的な体験ができ るよう な人的・
物的環境が整備さ れている。
④子ども が主体的に身近な自然や社会と かかわれるよう な人的・ 物的環境が整備さ れている。
⑤子ども が言葉豊かな言語環境に触れたり 、 様々な表現活動が自由に体験でき るよう な人的・
物的環境が整備さ れている。
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個別の計画の策定は、子ども一人ひとりの育ちに向けた取り組みがなされ、
職員の意識も高く全職員で取り組む姿勢を整えている。
引き続き園内研修等を充実させより良い質の高い保育を提供できるよう支援していく。
また、感染症対策も積極的に取り組んでいる。

総合所見

運営の管理・社会的責任
① 質の高い保育を 行う ためのビジョ ン（ 目標や展望） を 明確にし ている。
② 事業計画は、 施設改修、 人材育成、 子育て支援等、 各年度における事業内容が具体的に示さ
れている。
③事業計画の策定、 評価・ 見直し は組織的に行われている。
④事業計画が職員、 保護者に周知さ れている。
⑤保護者が相談や意見を 述べやすい環境を 整備し ている。
⑥子ども ・ 保護者のプラ イ バシー保護に関する規程・ マニュ アル等を 整備し ている。
⑦苦情解決の仕組みが確立さ れ十分に周知・ 機能し ている。
⑧遵守し なければなら ない基本的な関連法令について、 正し く 認識さ れている。

保
護
者
に
対
す
る
支
援

家庭との緊密な連携
①子ども の成長の喜びを 共有する場を 設けている。
②保育内容等の説明・ 応答責任による、 子ども の保育が密接に関連し た保護者支援を 行っ てい
る
③子ども の発達や育児などについて、 保護者と 共通の理解を 得るための機会を 設けている。
④虐待に対応でき る保育所内の体制の下、 不適切な養育や虐待を 受けていると 疑われる子ども
の早期発見及び虐待の予防に努めている。
⑤子ども の食生活を 充実さ せるために、 家庭と 連携し ている。

地域における子育て支援
①子ども と 地域と のかかわり を 大切にし ている。
②地域の福祉ニーズを 把握し ている。
③把握し た福祉・ 子育てニーズに基づいた事業・ 活動の計画があり 、 実施さ れている。
④有する機能を 地域に還元し ている。
⑤ 保育所の役割や機能を 達成するために必要と なる、 関係機関・ 団体の機能や連絡方法を 体系
的に明示し 、 その情報が職員間で共有さ れている。
⑥ボラ ンティ ア受入れに対する基本姿勢を 明確にし 体制を 確立し ている。
⑦関係機関等と の連携が適切に行われている。
⑧ 利用希望者が保育所を 選択するために必要な情報を 積極的に提供し ている。
⑨保育・ 保育サービスの開始にあたり 保護者等に説明し 同意を 得ている。

保
育
を
支
え
る
組
織
的
基
盤

健康および安全の実施体制
①緊急時（ 事故、 感染症の発生時など） における利用者の安全確保のための体制
が整備さ れている。
②災害時に対する利用者の安全確保のための取組を 行っ ている。
③子ども の安全確保のためにリ スク を 把握し 対策を 実行し ている。
④アレ ルギ－疾患、 慢性疾患等を も つ子ども に対し 、 主治医から の指示を 得て、 適切な対応を
行っ ている。
⑤調理場、 水周り などの衛生管理が適切に実施さ れ、 食中毒等の発生時に対応でき るよう な体
制が整備さ れている。

職員の資質向上
①保育・ 保育サービスの質について定期的に評価を 行う 体制を 整備し ている。
②保育士等が主体的に自己評価に取り 組み、 保育の改善が図ら れている。
③職員の教育・ 研修に関する基本姿勢が明示さ れている。
④個別の職員に対し て組織と し ての教育・ 研修計画が策定さ れ計画に基づいて具体的な取組が
行われている。
⑤定期的に個別の教育・ 研修計画の評価・ 見直し を 行っ ている。
⑥実習生の受入れと 育成について基本的な姿勢を 明確にし た体制を 整備し 、 積極的な取組を し
ている。
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